
日本のスポーツ界及びNFの未来を創造する

JTA戦略的普及・マーケティング「NEXT100」推進事業

令和2年度スポーツ産業の成長促進事業

「中央競技団体の経営力強化推進事業（戦略的普及・マーケティングの実施）」

令和2年12月
公益財団法人日本テニス協会

0

中間報告



『日本テニス協会』について ①
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■ 日本テニス協会（JTA）は、日本のテニス界を統轄し、代表する全国スポーツ競技団体（NF）です。1922 年に発足、
2012 年に財団法人から公益財団法人に移行し、テニスの振興と発展をその活動の目的としています。

これらの活動は、強化、普及育成、事業、総務・財務の分野

別本部と、そのもとに設置された36の専門委員会が事務局サ

ポートの下で実施しています。

そして、400名を超える委員がボランティアとして委員会活動に

参加しているのも、NFとしてのJTAの特徴ともいえます。

また、JTAは国内では日本オリンピック委員会、日本スポーツ協

会に、国際的には国際テニス連盟、アジアテニス連盟に加盟し、

一方、加盟団体として全国9ブロックを代表する地域テニス協

会と47都道府県テニス協会を擁しています。

そして、全国テニス事業者団体・専門団体、全国学校テニス

団体、全国テニス競技団体との間では協力団体の関係を築

いています。

公益財団法人日本テニス協会
Japan Tennis Association

（ＪＴＡ）

正式名称

公益財団法人日本テニス協会アニュアルレポート2020より
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■ 2019年度決算概要

『日本テニス協会』について ② 公益財団法人日本テニス協会アニュアルレポート2020より

主要大会に依存傾向



日本のスポーツ界及びNFの未来を創造する
JTA戦略的普及・マーケティング「NEXT100」推進事業

JTAの現状と課題
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JTAの現状と課題



JTAの現状と課題 ①

♦ スポーツ庁が「⼿引き」の中で指摘している問題点は、まさに日本テニス協会（以下JTA）でも歴史的に存在した

・ 強化のみに注力、不⼗分な普及への取り組み

・ 中長期戦略が存在しない

・ 人材不⾜、財源不⾜

♦ 特に、「国際⼤会等で結果を出せばスポーツ（人⼝）...が増え、収益等経営基盤も安定するという考えは徐々に通⽤しなくなりつつある。」

はJTAでも直面している現象

・ 錦織選手、⼤坂選手の最近の活躍にもかかわらず、国内テニス人⼝はここ2～3年減少傾向にある

・ ⽬⽟⼤会（ジャパン・オープン）からの事業収益（スポンサー収⼊含む）もここ数年右肩 下がり︔TOKYO2020以降は更に減少か

♦ ⼀⽅、JTAでは畔柳前会⻑の強⼒なリーダーシップのもと、これらの問題点にいち早く対応、数年前から取り組み開始

・ 2012年4月の公益法人化、ガバナンス・コンプライアンス改革に着手し、スポーツインテグリティの確保

・ 具体的普及施策「Play ＆ Stay」を導⼊（2012年～）

・ 錦織選手の2014年全⽶オープン決勝進出をきっかけにした「錦織効果」の勢いを一過性のブームで終わらせてはいけないという危機感の醸成

・ 専門性を持った外部人材を積極的に招聘（特に、ビジネス経験、戦略・企画力、マネージメント経験）（2014年～）

・ 外部「ビジネス界からの人材」とテニス界の「現場のプロ」の融合プロジェクトチームを組成、中長期戦略の作成に着手（2016年～）

・「日本のテニスの中⻑期戦略プラン」 （※以下、中長期戦略）（10年計画）の「⾻⼦」を策定・発表（2018年3月 ）

・ その後、「⾻⼦」からビジネスプランへの落とし込み作業、データを徹底的に検証し優先順位を明確化（2018年4月～）

♦ 普及の圧倒的重要性の「気づき」

・ 中長期戦略におけるデータ検証での「気づき」はやはり、普及でテニス人⼝を劇的に増加させる事がとても重要

・ 右肩下がりの経済では、「カネがまわらない」「ヒトが育たない」。国内テニス界はまさにその状況

・ 一方、人⼝の成長が著しい経済（例︓中国、インド）は元気がある

・ 日本の人⼝を増やすのは容易ではないが、国内「テニス人⼝」は完成度の高い中長期戦略とその実行により増やすことが可能

・ 結果、具体的普及施策（テニスの⼩学校授業への展開「テニピン」）に2019年度から着手︔Play ＆ Stayとの連携によりテニスを「する」人⼝
増加策の柱に
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♦ テニピンとPlay ＆ Stay

・ 2020年4月本格実施の新⼩学校学習指導要領解説において「バドミントンやテニスを基にした（簡易化された）易しいゲーム」が例⽰された。
これは、テニス界にとって、千載一遇のチャンス

・すでに⼩学校体育向け教材として 「テニピン」が開発されていた。「テニピン」は、テニスの⾯⽩さを誰もが味わえるように、タグラグビー等の事例も参
考に、優しさを追求し、⽤具とルールをアレンジしたゲーム・ボール運動領域の「ネット型」ゲームの教材である

・ 2017年新学習指導要領公⽰後、JTAでフルバックアップのもと、現在全国の⼩学校で正式授業としての採⽤を⽬指し、普及活動を開始。当
初一校だけであったが、現在は20～30校が導⼊済み

・ 一方、Tennis Play ＆ Stay（テニス・プレイ アンド ステイ ）は、通常よりも速度の遅いボール、短いラケット、⼩さいコー トを使⽤することで
誰でも簡単にラリーをすることができ、⼩さな⼦供から高齢者の方ま で、ラケットを持ったその日からテニスを楽しむことができるプログラムである

・ 国際テニス連盟推奨のプログラムで、よりラリーが続く為、初⼼者でも楽しくテニスの基礎を習得するのに優れている。日本でも2012年から導⼊さ
れ、今では全国的に多くのテニススクール等で活⽤されている

・ 「テニピン」でテニスの⾯⽩さに触れた⼩学⽣を、近隣のテニススクール等に繋げ、基礎を学びテニスを継続的にプレーするコア人⼝の増加を狙う

・具体的には、2018年時点の343万人から、8年後を⽬途に倍増を⽬指す （テニス倍増計画）

♦ ⼀⽅、普及だけでは不⼗分︔普及・育成・強化のリンクが重要

・ 中長期戦略プランでは普及・育成・強化、全てを網羅

・ 同時に3つの「C」（Court, Coach, Competition)をカバー

・ 上記の連動により拡⼤再⽣産の「好循環」を作り出す

♦ JTAの「顧客」は︖それを増やすには︖

・ テニスをする人⼝、みる人⼝、ささえる人⼝を全て増やす

・ する人⼝を増やす︓具体的普及施策（⼩学校プロジェクト「テニピン」、Play ＆ Stay等）, テニスインフラの再構築、お年寄りテニス

・ みる人⼝を増やす︓⼤型国際⼤会を日本に誘致︔錦織選手・⼤坂選手に続くスーパースターを排出すべく、育成、強化に注力。やはり、世界
レベルで勝てる日本人プレーヤーの活躍こそがが「感動」を⽣み、国⺠を魅了する

・ ささえる人⼝を増やす︓コーチ、審判員、ボランティアの育成・養成を積極的に。スポンサー企業との取組拡⼤も進める
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♦ 畔柳前会⻑から⼭⻄新会⻑へのシームレスな継投（2020年4⽉〜）︔更にパワーアップし具体的施策を実行中

・⼭⻄新会長の強力なリーダーシップでマーケティング活動を本格始動

・マーケティングパートナー（広告代理店）をコンペにより選別中（まさに、現在進行中）

・外部の専門的人材の経験、ノウハウ、アクセス、ブランディング力等を総結集

♦ 収益⼒向上・安定的財源の確保

・テニス界の「顧客」に価値提供をすることにより、広義のテニス人⼝（「する」「みる」 ささえる」）の増加に繋げる

・これを伝統的チャネル（テレビ、スタジアム等で直接観戦）とデジタルチャネル（インターネット、SNS）の両方で拡散

・「テニスはテレビに向かないスポーツ」かもしれないが、「テニスはソーシャルメディア には絶好のコンテンツ」

・それにより、潜在的スポンサーメリットの増⼤を図る。それをマーケティング戦略に繋げ新規スポンサーを開拓。JTAの安定的財源の⼆本目の足を確⽴

・同時に、テニスステークホルダー（選手、コーチ、審判員、⼤会運営関係者、ボランティア等）へのメリットをデジタルコンテンツの充実により提供、会員
制有料ウェブサイトの構築等、景気に左右されない安定的収益源の確⽴も必要

♦ JTAは2022年に100周年を迎える

・これを契機に、理念・ビジョンを明確に再確認すると同時に、中長期戦略プランの確実な実行とマーケティング戦略を加速化

・中長期戦略プランで⽬指す拡⼤再⽣産の好循環を作り上げ、更なる内部の人材育成、外部の人材活⽤と、経済的に⾃⽴できる財務体質を確⽴
し、永続的に成長すべく 「NEXT100」プロジェクトを打ち⽴ている
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『日本のテニス』の中長期戦略プランの概要

課題解決に向けた戦略
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課題解決に向けた戦略



2013年（n＝617） 2015年（n＝551） 2017年（n＝571）

順位 選手名 % 順位 選手名 % 順位 選手名 %

1 浅田真央（フィギュアスケート） 13.1 1 錦織圭（テニス） 15.6 1 錦織圭（テニス） 7.4

本田圭佑（サッカー） 13.1 2 本田圭佑（サッカー） 14.0 2 浅田真央（フィギュアスケート） 6.1

3 香川真司（サッカー） 6.6 3 浅田真央（フィギュアスケート） 12.5 福原愛（卓球） 6.1

4 北島康介（水泳） 4.4 4 羽生結弦（フィギュアスケート） 4.7 4 大谷翔平（野球） 5.3

5 リオネル・メッシ（サッカー） 3.7 5 リオネル・メッシ（サッカー） 4.0 5 本田圭佑（サッカー） 4.7

6 イチロー（野球） 3.6 6 ネイマール（サッカー） 2.7 6 ウサイン・ボルト（陸上競技） 3.3

7 内村航平（体操競技） 2.9 7 坂本勇人（野球） 2.5               （サッカー） 3.3

8 澤穂希（サッカー） 2.3 8 澤穂希（サッカー） 2.0 8 内村航平（体操競技） 3.2

長友佑都（サッカー） 2.3 9 前田健太（野球） 1.8 リオネル・メッシ（サッカー） 3.2

ウサイン・ボルト（陸上競技） 2.3 10 イチロー（野球） 1.6 10 イチロー（野球） 2.3

大谷翔平（野球） 1.6

香川真司（サッカー） 1.6

1. 2014年全米オープン、錦織選⼿というスーパースターが誕生、圧倒的人気を維持
全米・全豪連覇の⼤坂なおみ選⼿、次のスーパースター誕生

— ただし、錦織選手、⼤坂選手の個人的人気にすぎない

— 「錦織ブーム」「⼤坂ブーム」を「テニスブーム」に転換することが必要

2. その結果、より多くの人が（少なくともテレビを通じて）テニスを観るようになっている

— テニスに対する社会的関⼼の高まり
WOWOWに加え、NHKや地上波、⺠放がグランドスラムを⽣放送

— 2019年全豪オープンをNHKが⽣放送、女⼦シングルス決勝は視率32.3％ を記録

— テニスを直接観戦する機会が乏しい、国⼤会の誘致による『⽣の感動』の提供が重要

3. この好機をフル活⽤出来ていない、テニス人⼝やテニス⽤品の持続的増加につながっ
ていない。抜本的改革が必要

— テニスを始めたい⼦供達、やらせたいと思っている親が数多くいるのは確か

— ところが身近にテニスをする場所、テニスに触れる機会がない

— 特に⼩学校でテニスに触れる機会が全く存在しない

— 中体連に種⽬加盟していない、中学校の硬式テニス部が極端に少ない

4. テニスインフラは、バブル経済崩壊以降の厳しい経済状況の中、壊滅的に減少

— テニスクラブ、テニススクールの施設数は激減、重い固定資産税、相続税が主要因か

— それと同時にテニスコーチの数も激減しており、その数・質共に⼤きな改善が必要

『日本のテニス』の中長期戦略プランの概要 ①

■ 国内テニス環境の現状分析

8

【図表3】テニス⽤品国内出荷額⻑期推移 1986〜2018（予測）

出典︓笹川スポーツ財団『⼦ども・年の スポーツライフ・データ 2017』・・・図1、3、4 
出典︓『令和元年度 テニス環境等実態調査 報告書』・・・図2

【図表4】種類別テニスコート（面数）の推移

【図表1】好きなスポーツ選⼿1名の名前とその種目

up

down

down

【図表2】テニス人⼝（過去1年間に1回以上硬式テニスを行った人⼝）の推移
※公益財団法人笹川スポーツ財団「スポーツライフに関する調査」のデータを基にした推計人⼝

down

施設種別 1996年 2002年 2008年 2015年 1996年→2015年

公共施設 屋外 27,509 23,610 21,910 21,544

屋内 386 472 580 590

計 27,895 24,082 22,490 22,134 -20.7%

民間施設 屋外 9,582 6,919 4,981 3,414

屋内 946 866 927 759

計 10,528 7,785 5,908 4,173 -60.4%

合計 屋外 37,091 30,529 26,891 24,958

屋内 1,332 1,338 1,507 1,349

計 38,423 31,867 28,398 26,307 -31.5%

単位︓万人



『日本のテニス』の中長期戦略プランの概要 ②
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■ 『日本のテニス』の中⻑期戦略プランの基本⽅針

①錦織選手、⼤坂選手に続くスーパースターが続々と登場。
男女それぞれグ ローバルTop100に10人、Top50に5人、Top20に1～2人の日本人選手が常に名を連ねる。

②グランドスラムに次ぐ世界トップレベルの⼤型国際⼤会が日本で毎年行われ、将来のフェデラー、ナダル級のグローバルトップ選手らが毎年来日。
そのプレーを⽣で観戦し、感動をもらう。

③我が国におけるテニス環境が⼤幅に改善され、⽣涯スポーツであるテニスを「見る」「する」「関わる」テニス人⼝が⼤幅に増加。

④特に⼦供達がテニスを⼩学⽣・中学⽣時代から、身近で楽しく簡単でラリーも続くスポーツとして認識し、それを通じて礼儀・マナー・人間力を養う。

⑤その結果、長年減少傾向にあったテニスクラブ、テニススクールの数も反転。シニア層にも健康にいいスポーツとしてテニスが認識され普及が進む。

⑥コーチ・トレーナー・審判・その他テニスに関わるテニス関係者、またその職業に対する社会的リスペクトが格段に向上し、雇⽤が安定。

■ 目指す姿、10年後に期待すること

HOW
『強化＝育成＝普及』をリンクさせた拡⼤再生産の好循環を作り出す

WHAT
各レベルで3つの『C』を整備、充実させると同時に『ネットワーク化』し『つなげる』



『日本のテニス』の中長期戦略プランの概要 ③
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■ 「日本のテニスの中⻑期戦略プラン」主な施策マトリックス

Competition
競争環境・試合経験

Court
インフラ・練習環境の整備

Coach
コーチの質の向上

強化

育成

普及

 レベル別のトレセンを全国に戦略的に配置

 積極的に海外遠征、海外留学もサポート

 海外テニス連盟とのネットワーク関係構築、
海外練習拠点におけるサポート体制構築

 トレセンは選手（アスリート）の育成は勿論の
こと、指導者（コーチ）の育成にもフォーカス

 海外トップレベルコーチ積極活用、テニス先進
国（例：フランス）のケーススタディを参考に、
指導者育成システムを構築

 Play & Stay

 学校連携（小学校授業型テニス「テニピン」等）

 ヘルスケア・健康の文脈における
テニスの役割、高齢化社会への対応

青色：国内
赤色：海外

 国内における試合環境
のグランド・デザイン
(構成、カレンダー含む）

を書き直す：
ツアー改革への対応

 近隣各国（中国、韓国、
台湾等）と連携して
大会カレンダーを組む

 海外遠征のサポート

 JPIN制度の整備

 大型大会の誘致
(例：World cup of 
tennis、ATP1000）



事業実施計画と実施方法

企画内容
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『日本のテニス』の中長期戦略プランの中にも⽰す通り、JTAでは 『普及→育成→強化』をリンクさせた拡⼤再⽣産の好循環を作り出す取組の

真っ只中にある。＊1

そして、中長期普及・マーケティング戦略においても、この戦略の軸である『普及→育成→強化』をリンクさせた拡⼤再⽣産の好循環と、『普及

→育成→強化』のピラミッドの強化、という考え方をベースにする。

中長期戦略プランにおける普及戦略とマーケティングの関係性について

『強化＝育成＝普及』をリンクさせた
拡⼤再⽣産の好循環

拡⼤再⽣産好循環は、普及・育成・強化の相関性を⽰すが、こ
の関係は「マーケティング」にも適⽤される。すなわち普及における
マーケティング活動の成果は、育成、強化にも好影響を与える。

『強化＝育成＝普及』ピラミッド

ピラミッドの底辺の「普及」部分は未来へのインパクトが⼤きい
「⼦ども」(及び⼦どもに関わる⼤人)が多く含まれ、マーケティン
グ活動のベースであり、ここでの施策は収益化に⼤きな影響を
もたらすとともに、育成、強化を支えるものと考える。

普及活動における
マーケティングのアプ
ローチ、取組は、その
まま育成、強化の基
礎となる。

この拡⼤再⽣産の好
循環は＝マーケティン
グ活動の好循環

12

*1. ⼩学校体育授業⽤として開発された「テニピン」の普及活動により、これまでサッカー、野球、バスケに集中しがちだった運動能力が高い⼦

どもがテニピンを⼊り⼝として、テニスを始める例が増えている。このトレンドは、明らかに中長期的に育成・強化にも好影響をもたらすことが期待

できる。実際、今年度、このテニピン経験者からのプロ第一号が誕⽣するなど、着実に成果を上げている。



本事業で実現すること
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テニス競技人⼝テニピン導⼊校数

Play & Stay⼤会関連収益 事業全体収益

⼩学校で「テニピン」の授業を経験した児童が、テニススクール等でテニスを継続する確率（移行率）が約30%という高さであること、同様に、

技術的な難易度を下げ、また最初からラリーやゲームを重視する「Play & Stay」が、やはり⼦どもたちが楽しみながらテニスを継続する機会の

提供につながっていること、本事業はこの2つの取組を加速させ、テニス人⼝を圧倒的に増やすとともに、それをベースとした収益増につなげるモ

デルを確⽴することを⽬指す。

30 150 

930 

2,970 

7,770 

0

2000

4000

6000

8000

現況 令和2年 令和4年 令和5年令和3年

全国カバー率

24％

テニピン経験人数（累計）

2,400人

令和2年5月現在 令和2年6月～令和5年

619,200人

258倍

令和1年 令和2年～令和5年

124,000人 310,000人

31万人

※令和6年以降は令和5年単年の実績ベースで事業を継続

令和2年～令和5年収益累計

単位︓千円

1億7,504万円
令和3年～令和5年 収益累計 4,504 万円

5,000 

27,030 

63,950 

79,064 

0

50,000

100,000

令和2年 令和3年 令和4年 令和5年

2,030 

18,950 

24,064 

0

10,000

20,000

令和3年 令和4年 令和5年

141 

1,410 

1,880 

2,000

0

1,000

収益（単位︓千円） ⼤会数

※12歳以下の週２回以上プレーする人⼝



「する」人⼝の獲得からのアプローチ

裾野部分＝最もパイが⼤きくなる可能性があり、かつ、将来を担う若年層へのアプローチにより、一義的には競技人⼝増を狙う。さらにこの取

組によって増えるテニスとの接点を利⽤して、愛好者＝みる層およびプレイヤーの両親、祖父母などのささえる層にもしっかりとアプローチすること

で、マーケット全体の拡⼤を⽬指す。

マーケティング活⽤視点からの普及

普及にかかわるすべての人々をターゲットとして収益を上げる仕組みの設計と実行ならびにそのベースの構築を行う。

事業方針

1

2

1

する 増やす

育成 強化

ささえる 増

新規スポンサー獲得、協賛
ならびに放映価値向上によ
る収益UP

みる

する

増

増 競技力向上

マーケット拡⼤・価値の向上

選手の活躍
スター選手の誕⽣

ささえる層も増える

マーケティング
活⽤収益UP
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『強化＝育成＝普及』とマーケティングとの関係性および 視点でとらえた本事業のポイント

普及

ささえる

見ることへの興味喚起

2 2

する みる
拡⼤再⽣産の好循環により

すべての層の増加ならびに
好影響を与える

ささえる

する みる ささえる



収益化想定

事業全体像

本事業は、中長期戦略において重要な取組である「テニスの⼩学校展開」プロジェクト＝「テニピン」普及推進活動(A)、同じくボールやラケット

を⼦どもの身体能力に合わせ、ラリーやゲームを中⼼に楽しくテニスを続けられる⼦供向け普及プログラム 「Play & Stay Tennis 10s (以

降:Play & Stay) の普及推進活動(B)、それを起点とした収益化活動(C)という3つの活動を実施する。

A︓「テニピン」普及推進活動 ＝する人⼝を増やす前ページ図の の取組
B︓「Play ＆ Stay」普及推進活動 ＝する人⼝を増やす前ページ図の の取組
C︓「テニピン」及び「Play & Stay」を起点とした収益化活動 ＝収益を増やす 前ページ図の の取組

A︓「テニピン」普及推進活動 B︓「Play & Stay 」普及推進活動 C︓「テニピン」及び「Play ＆ Stay」起点の収益化活動

⽬的
・⼩学校でテニスに触れてもらう機会の最⼤化
・継続促進
・ステップアップ誘導(テニススクールへの誘導)
・間接的に、みる、ささえる人⼝の増加

⼤会創設（選手登録エントリーシステム整備）

JTA公式レイティング・⼤会参加スタンプ制度の確⽴

⽬的
・テニピンからのステップアップ受け皿として整備
・継続促進
・ステップアップ誘導(育成・強化への橋渡し)
・間接的に、みる、ささえる人⼝の増加

A&B施策のマーケティング活⽤

⽬的
・マネタイズ
・収益アップによる普及促進活動のさらなる強化
・収益システムの確⽴による安定化

◯事務局運⽤
＜研修会実施＞
＜⽤具プレゼント＞
＜ガイドブック作成＞
◯専⽤ホームページ構築/運⽤
＜サイト構築＞
＜普及サイト上の配布管理体制の再整備＞
＜テニピンの魅力アピールコンテンツ制作＞
＜ステップアップ方法の紹介コンテンツ制作＞
＜テニスの魅力アピールコンテンツ＞
＜オンライン講習ムービーコンテンツ制作・配信＞

◯⼤会創設（選手登録エントリーシステム整備）
＜実情調査＞
＜ルールブック改定
＜制度設計＞
◯レイティング制度・⼤会参加スタンプ制度
＜継続、ステップアップ促進のための制度確⽴＞
◯専⽤ホームページ構築/運⽤
<Play ＆ Stay魅力アピールコンテンツの制作＞
＜公認⼤会情報＞
＜スタンプ制度オンライン展開＞
＜テニスの魅力アピールコンテンツ＞
＜オンライン講習ムービーコンテンツ制作・配信＞

普及サイト運⽤（継続促進、広報など）
●事業収益（A&B施策による直接収益）
＜Play & Stay⼤会エントリー受付手数料＞
＜Play & Stay選手登録料＞
●デジタルマーケティング
＜A&B施策からの顧客データの活⽤＞
→主催テニス⼤会の券売活⽤
●スポンサー・放映権
＜テニピン⽤具寄贈キャンペーン 企業タイアップ＞
＜Play ＆ Stay公認⼤会冠協賛セールス＞
＜JTAキッズレイティング冠協賛セールス＞
＜A&B施策内のスポンサーアクティビティ開発＞
＜A&B施策によるマーケット拡⼤効果＞
→新規スポンサー獲得、協賛/放映価値向上
による収益アップの取組
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活動内容 活動内容
活動内容

テニピン授業キットの配布・指導

普及サイト運⽤（授業キット受付、広報など）

1

1

2



令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

実施スケジュール 令和2年～5年度

A︓「テニピン」普及推進活動

C︓「テニピン」及び「Play ＆ Stay」起点の収益化活動

B︓「Play ＆ Stay」普及推進活動

16

研修会実施（出張型研修会は各年度30回） 600回開催300回開催150回開催全国で30回開催

専⽤ホームページ構築 構築

ガイドブック制作 必要に応じて増刷必要に応じて増刷必要に応じて増刷制作

専⽤ホームページ構築 構築

ユーザーデータベース構築 本格運⽤本格運⽤構築仕様設計

データマーケティング活動︓テニピン関連企画 企画・実施企画・実施企画・実施企画

選手登録エントリーシステム 本格稼働制度設計

データマーケティング活動︓P&S関連企画 企画・実施企画・実施企画・実施

サイトコンテンツ制作（動画制作含）・運⽤ 制作・運⽤制作・運⽤制作・運⽤制作・運⽤

サイトコンテンツ制作（動画制作含）・運⽤ 制作・運⽤制作・運⽤制作・運⽤制作・運⽤

スタンプ台紙制作 必要に応じて増刷必要に応じて増刷制作制度設計

テニピン⽤具譲渡 譲渡3譲渡2譲渡1体制準備



収益化想定

現在の進捗状況

本事業は、中長期戦略において重要な取組である「テニスの⼩学校展開」プロジェクト＝「テニピン」普及推進活動(A)、同じくボールやラケット

を⼦どもの身体能力に合わせ、ラリーやゲームを中⼼に楽しくテニスを続けられる⼦供向け普及プログラム 「Play & Stay Tennis 10s (以

降:Play & Stay) の普及推進活動(B)、それを起点とした収益化活動(C)という3つの活動を実施する。

A︓「テニピン」普及推進活動 ＝する人⼝を増やす前ページ図の の取組
B︓「Play ＆ Stay」普及推進活動 ＝する人⼝を増やす前ページ図の の取組
C︓「テニピン」及び「Play & Stay」を起点とした収益化活動 ＝収益を増やす 前ページ図の の取組

A︓「テニピン」普及推進活動 B︓「Play & Stay 」普及推進活動 C︓「テニピン」及び「Play ＆ Stay」起点の収益化活動

⽬的
・⼩学校でテニスに触れてもらう機会の最⼤化
・継続促進
・ステップアップ誘導(テニススクールへの誘導)
・間接的に、みる、ささえる人⼝の増加

⼤会創設（選手登録エントリーシステム整備）

JTA公式レイティング・⼤会参加スタンプ制度の確⽴

⽬的
・テニピンからのステップアップ受け皿として整備
・継続促進
・ステップアップ誘導(育成・強化への橋渡し)
・間接的に、みる、ささえる人⼝の増加

A&B施策のマーケティング活⽤

⽬的
・マネタイズ
・収益アップによる普及促進活動のさらなる強化
・収益システムの確⽴による安定化

◯事務局運⽤
＜研修会実施＞
＜⽤具プレゼント＞
＜ガイドブック作成＞
◯専⽤ホームページ構築/運⽤
＜サイト構築＞
＜普及サイト上の配布管理体制の再整備＞
＜テニピンの魅力アピールコンテンツ制作＞
＜ステップアップ方法の紹介コンテンツ制作＞
＜テニスの魅力アピールコンテンツ＞
＜オンライン講習ムービーコンテンツ制作・配信＞

◯⼤会創設（選手登録エントリーシステム整備）
＜実情調査＞
＜ルールブック改定
＜制度設計＞
◯レイティング制度・⼤会参加スタンプ制度
＜継続、ステップアップ促進のための制度確⽴＞
◯専⽤ホームページ構築/運⽤
<Play ＆ Stay魅力アピールコンテンツの制作＞
＜公認⼤会情報＞
＜スタンプ制度オンライン展開＞
＜テニスの魅力アピールコンテンツ＞
＜オンライン講習ムービーコンテンツ制作・配信＞

普及サイト運⽤（継続促進、広報など）
●事業収益（A&B施策による直接収益）
＜Play & Stay⼤会エントリー受付手数料＞
＜Play & Stay選手登録料＞
●デジタルマーケティング
＜A&B施策からの顧客データの活⽤＞
→主催テニス⼤会の券売活⽤
●スポンサー・放映権
＜テニピン⽤具寄贈キャンペーン 企業タイアップ＞
＜Play ＆ Stay公認⼤会冠協賛セールス＞
＜JTAキッズレイティング冠協賛セールス＞
＜A&B施策内のスポンサーアクティビティ開発＞
＜A&B施策によるマーケット拡⼤効果＞
→新規スポンサー獲得、協賛/放映価値向上
による収益アップの取組
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活動内容 活動内容
活動内容

テニピン授業キットの配布・指導

普及サイト運⽤（授業キット受付、広報など）

1

1

2

研修 15回 / 30回
実践 42校 / 150校
提供 50校 募集中

改訂版印刷中

運用開始
各種

コンテンツ
拡充

導入校 42/    （150）
経験児童 3,360/（12,000）
テニスへの誘導 1,008/  （3,600）

レイティング・スタンプ制度の
概要検討



「テニピン」及び「Play & Stay」の説明

別添資料（１）
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「テニピン」の説明 ①
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■ 「テニピン」とは

⼩学校体育授業⽤の種⽬として、易しさを追求し、⽤具とルールをアレンジしたテニス型ゲーム。バドミントンコートと
ほぼ同じ⼤きさのコートで、「手作り段ボールラケット」や「ハンドラケット」を操作し、ネットを挟んでスポンジボールを打ち合う。

■ 「テニピン」の魅⼒やルール（ガイドブックより抜粋）



「テニピン」の説明 ②
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「テニピン」の説明 ③
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「Play & Stay」の説明
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■ 「Play & Stay」とは

通常よりも速度の遅いボール、短いラケット、⼩さいコートを使⽤することで誰でも簡単にラリーをすることができ、
⼩さな⼦供から高齢者まで、ラケットを持ったその日からテニスを楽しむことができるプログラム。テニスは国際的に
人気の高いスポーツだが、テニスを始めても途中でやめてしまうケースが多く、その理由の一つとして、とりわけ⼩さ
な⼦供や高齢者にとって難しいスポーツであることが挙げられる。「Play & Stay」は、幼少期から中高齢者に
至るまで誰であっても、テニスを始めた瞬間から楽しくゲームを「プレー」でき、そしてテニスを始めた人にとって、テニ
スが⽣涯スポーツとして「ステイ」（留まる）ということから由来している。

身体能力に合ったボールやラケットを⽤いることで技術的な難易度を下げ、また最初からラリーやゲームを重視する特性から、
国際テニス連盟が提唱し、世界各国のNFがこぞって推進している⼦ども向けプログラムが「Play ＆ Stay Tennis 10sプログラム」である。

■ 「Play ＆ Stay Tennis 10sプログラム」 3つのステージ 10歳以下の⼦供達に3つのカラーによる段階を通じて、確かな成長
過程を提供。コートの広さ、ラケットの長さ、ボールの速度、試合の
長さ全てが段階的に増えていくことで、最終的にはプレーヤーを通常
のコートの広さでイエローボールを使う段階まで到達させる。


